
聖
せい

書
しょ

の冒
ぼう

険
けん

物
もの

語
がたり

謙
けん

虚
きょ

にされた王
おう

ダニエル書
しょ

第
だい

4章
しょう

の再
さい

話
わ

　バビロニア帝
てい

国
こく

のネブカデネザル王
おう

は

女
じょ

王
おう

と共
とも

に、王
おう

宮
きゅう

の屋
おく

上
じょう

の庭
てい

園
えん

に立
た

って、

バビロンの都
みやこ

をながめていた。夕
ゆう

日
ひ

が、

彼
かなた

方に見
み

える栄
えい

華
が

に満
み

ちた建
たて

物
もの

や寺
じ

院
いん

の

屋
や

根
ね

に、黄
おう

金
ごん

の光
ひかり

を放
はな

っていた。

　「故
こ

郷
きょう

は、実
じつ

にいいものだな。」　

王
おう

は顔
かお

をほころばせて言
い

った。

　「王
おう

様
さま

、ご無
ぶ

事
じ

に帰
かえ

られて何
なに

よりです。

今
こん

回
かい

は何
なん

か月
げつ

もお留
る

守
す

でしたもの。」

と、女
じょ

王
おう

が言
い

った。

　「そうだな。今
こん

回
かい

は、偉
い

大
だい

なる勝
しょう

利
り

の

第
だい

３号
ごう

2021年
ねん

7月
がつ

2
ふつか

日

連
れん

続
ぞく

であった。私
わたし

が軍
ぐん

を率
ひき

いてパレス

チナとヨルダンの国
くに

々
ぐに

を次
つぎ

々
つぎ

と征
せい

服
ふく

する

様
ようす

子を見
み

せたかったものだ。だれも、

私に逆
さか

らえる者
もの

はいなかった！　我
われ

々
われ

は

彼
かれ

らの軍に圧
あっ

勝
しょう

し、城
じょう

壁
へき

を打
う

ち壊
こわ

し、

彼らの王
おう

宮
きゅう

を焼
や

き払
はら

った。未
いま

だかつて、

私の・・・我々の帝
てい

国
こく

のように偉
い

大
だい

な

国
くに

はなかった。私ほどの力
ちから

と栄
えい

光
こう

に

満
み

ちた征
せい

服
ふく

王
おう

はいまい。」

　「持
も

ち帰
かえ

った富
とみ

や財
ざい

宝
ほう

も、多
おお

ござい

ました。」

　「ああ、それに、奴
ど

隷
れい

達
たち

もだ！　

引
ひ

き連
つ

れて来
き

た奴
ど

隷
れい

達
たち

の何
なん

千
ぜん

人
にん

か

には、バビロンの都
みやこ

を立
りっ

派
ぱ

にする

仕
し

事
ごと

をさせよう。」

　「都
みやこ

は、すでに素
す

晴
ば

らしいながめ

ですわ。世
せ

界
かい

中
じゅう

で、これほど壮
そう

大
だい

で

偉
い

大
だい

な都は、かつてありませんで

したから。」

　ネブカデネザルは深
ふか

く息
いき

を吸
す

うと、

薄
うす

ら笑
わら

いを浮
う

かべて言
い

った。「私
わたし

は

それを、より一
いっ

層
そう

栄
えい

華
が

に満
み

ちたものに

するつもりだ。奴
ど

隷
れい

が増
ふ

えたおかげ

で、その仕
し

事
ごと

を更
さら

に早
はや

く進
すす

めることが

できよう。」

　ごちそうを食
た

べ、ワインを何
なん

杯
ばい

か

飲
の

んだ後
あと

、世
せ

界
かい

の支
し

配
はい

者
しゃ

、バビロンの

偉
い

大
だい

なる王
おう

ネブカデネザルと女
じょ

王
おう

は

床
とこ

に就
つ

き、王は眠
ねむ

りについた。その

一
いっ

方
ぽう

、都
みやこ

の別
べつ

の場
ば

所
しょ

では、多
おお

くの

国
くに

々
ぐに

から連
つ

れて来
こ

られた男
だん

女
じょ

が、

１
いち

日
にち

の労
ろう

働
どう

でつかれ果
は

て、寒
さむ

さに

ふるえながら、むしろの上
うえ

で眠りに

ついていた。彼
かれ

らにとって、夜
よる

は

あっという間
ま

に明
あ

けた。日
ひ

が昇
のぼ

る

前
まえ

から召
しょう

集
しゅう

され、パンとスープの

粗
そ

食
しょく

の後
あと

には、仕
し

事
ごと

に駆
か

り出
だ

される

のだ。彼らの血
ち

と汗
あせ

と涙
なみだ

によって、

地
ち

上
じょう

で最
もっと

も壮
そう

麗
れい

なバビロンの都は

建
けん

設
せつ

されていたのだった。



　朝
あさ

になり、ちょうど日
ひ

が明
あ

けたころ、

40代
だい

後
こう

半
はん

のある高
こう

官
かん

が、バビロンの

有
ゆう

名
めい

な大
おお

通
どお

りである「行
ぎょう

列
れつ

の通
とお

り」を

歩
ある

いていた。イシュタル門
もん

をくぐると、

馬
ば

車
しゃ

が彼
かれ

に向
む

かって走
はし

って来
き

た。すぐ

そばまで来
く

ると、馬
うま

は急
きゅう

に手
た

綱
づな

を

引
ひ

かれて止
と

まった。

　「ダニエル、乗
の

って！　ネブカデネ

ザル王
おう

がお呼
よ

びだ。」と、年
ねん

配
ぱい

のユダヤ

人
じん

貴
き

族
ぞく

が叫
さけ

んだ。

　ヘブライ人
じん

の友
ゆう

人
じん

にはダニエルとして

知
し

られているベルテシャザル卿
きょう

が馬
ば

車
しゃ

に

乗
の

り込
こ

み、友人アベデネゴのとなりに

座
すわ

ると、馬車は宮
きゅう

廷
てい

に向
む

かって素
す

早
ばや

く

走
はし

り出
だ

した。宮
きゅう

廷
てい

前
まえ

の階
かい

段
だん

に着
つ

くと

すぐに、十
じゅう

数
すう

人
にん

の衛
えい

兵
へい

がダニエルを

王
おう

室
しつ

まで護
ご

衛
えい

した。

　王
おう

座
ざ

の周
まわ

りでは、魔
ま

術
じゅつ

師
し

や占
せん

星
せい

術
じゅつ

師
し

らがあれこれつぶやいていたが、ダニ

エルが入
はい

って来
く

ると、ネブカデネザル

王
おう

は彼
かれ

らを全
ぜん

員
いん

、王
おう

室
しつ

から下
さ

がらせた。

　「ベルテシャザルよ、近
ちこ

う寄
よ

れ。」と、

王
おう

が言
い

った。

　ダニエルは会
え

釈
しゃく

をすると、王
おう

座
ざ

に

近
ちか

づいて言
い

った。「王
おう

様
さま

、何
なん

の御
ご

用
よう

で

ございましょうか？」

　「今
け

朝
さ

方
がた

早
はや

く、私
わたし

は信
しん

じられない

ような夢
ゆめ

を見
み

た。全
まった

くの悪
あく

夢
む

じゃ。」

恐
おそ

れに満
み

ちた眼
まな

差
ざ

しで、王
おう

は言
い

った。

「床
とこ

にいた時
とき

に私の脳
のう

裏
り

を横
よこ

切
ぎ

った

幻
まぼろし

のせいで、私は恐
おそ

れおののいている。

　だが、その意
い

味
み

が分
わ

からぬ。バビロ

ンの全
すべ

ての知
ち

者
しゃ

達
たち

にこの夢
ゆめ

を話
はな

した。

魔
ま

術
じゅつ

師
し

、祈
き

禱
とう

師
し

、占
せん

星
せい

術
じゅつ

師
し

、占
うらな

い師
し

ら

全
すべ

てだ。しかし、彼
かれ

らのだれも、その

夢
ゆめ

を解
と

き明
あ

かすことはできなかった。

　だが、ベルテシャザルよ、そちは

魔
ま

術
じゅつ

師
し

の長
ちょう

じゃ。そちには、聖
せい

なる

神
かみ

の霊
れい

が宿
やど

っておる。どんな謎
なぞ

も、

そちには難
むずか

しくはなかろう。何
なん

年
ねん

も

前
まえ

に、そちは、私
わたし

が見
み

た、偉
い

大
だい

な輝
かがや

く

像
ぞう

についての夢
ゆめ

の解
と

き明
あ

かしをした

ことがある。今
こん

回
かい

もまた、解き明かしが

できるじゃろう。その夢とは、こうで

ある。

　地
ち

の中
ちゅう

央
おう

に、１
いっ

本
ぽん

の非
ひ

常
じょう

に高
たか

い木
き

が

立
た

っていたが、その木は成
せい

長
ちょう

して更
さら

に

大
おお

きく力
ちから

強
づよ

く高くなり、天
てん

に達
たっ

する

ほどになったので、地の果
は

てからも

見
み

ることができた。その葉
は

は美
うつく

しく、

その実
み

は豊
ゆた

かで、全
すべ

ての者
もの

の食
しょく

料
りょう

と

なった。野
の

の獣
けもの

はその陰
かげ

に宿
やど

り、空
そら

の

鳥
とり

はその枝
えだ

に住
す

み、地
ち

上
じょう

の全
すべ

ての

生
い

き物
もの

がこれによって養
やしな

われた。」

　自
じ

分
ぶん

の見
み

た幻
まぼろし

を語
かた

るにつれ、ネブカ

デネザルの顔
かお

は曇
くも

り、冷
ひ

や汗
あせ

がほおを

伝
つた

った。「すると、幻の中
なか

で、警
けい

護
ご

者
しゃ

が

私
わたし

の前
まえ

に立
た

った。城
じょう

壁
へき

を守
まも

るような

番
ばん

人
にん

ではなく・・・」

　王
おう

の声
こえ

は恐
きょう

怖
ふ

でおののいた。

「聖
せい

なる者
もの

、天
てん

から下
くだ

って来
き

た天
てん

使
し

だ。

　その警
けい

護
ご

者
しゃ

は声
こえ

高
たか

く呼
よ

ばわって

言
い

った。『この木
き

を切
き

り倒
たお

し、その

枝
えだ

を切り払
はら

い、その葉
は

をゆり落
お

とし、

その実
み

を打
う

ち散
ち

らせ！　獣
けもの

をその

下
した

から逃
に

げ去
さ

らせ、鳥
とり

をその枝から

飛
と

び去らせよ！　ただし、その根
ね

と

切り株
かぶ

を地
ち

に残
のこ

し、それに鉄
てつ

と青
せい

銅
どう

の

鎖
くさり

をかけて、野
の

の若
わか

草
くさ

の中
なか

に置
お

き、

天
てん

から下
くだ

る露
つゆ

にぬれさせ、また 

地の草
くさ

の中
なか

で、獣
けもの

と共
とも

にその分
ぶん

に

あずからせよ！』」

　ふるえおののきながら、ネブカデ

ネザルは一
ひと

息
いき

つくと、話
はなし

を続
つづ

けた。

「それから警
けい

護
ご

者
しゃ

はこう命
めい

じた。

『また、その心
こころ

を変
か

えて人
にん

間
げん

の心の

ようでなく、獣
けもの

の心を与
あた

えて、７年
ねん

を

過
す

ごさせよ。この刑
けい

は警
けい

護
ご

者
しゃ

達
たち

が下
くだ

し、

この判
はん

決
けつ

は聖
せい

者
じゃ

達
たち

が言
い

い渡
わた

したもので、

いと高
たか

き者
もの

が、人
にん

間
げん

の国
くに

を治
おさ

めて、

自
じ

分
ぶん

の意
い

のままにこれを人
ひと

に与
あた

え、

また人のうちの最
もっと

もいやしい者を、

その上
うえ

に立
た

てられるという事
こと

を、

すべての者に知
し

らせるためである！』



　それが、私
わたし

の見
み

た夢
ゆめ

だ。さあ、

ベルテシャザルよ、その解
と

き明
あ

かしを

教
おし

えなさい。」

　ダニエルは、祈
いの

り深
ぶか

く思
おも

いにふけって

いたが、王
おう

の見
み

た夢
ゆめ

の解
と

き明
あ

かしが

分
わ

かると、大
おお

いに驚
おどろ

き、非
ひ

常
じょう

に思
おも

い

悩
なや

んだ。ダニエルには、この解き明か

しが王に喜
よろこ

ばれるものではないと

分かっていたからだ。それでも、王の

ために真
しん

実
じつ

を告
つ

げなければならない

ことは承
しょう

知
ち

だった。

　ダニエルが思
おも

い悩
なや

む様
ようす

子を見
み

て、

王
おう

は言
い

った。「この夢
ゆめ

と、その解
と

き

明
あ

かしのために悩むには及
およ

ばない。

その解き明かしを告
つ

げなさい。」

　そこでダニエルは敬
けい

意
い

をこめて

答
こた

えた。「わが主
しゅ

よ、どうか、この

夢
ゆめ

は、あなたを憎
にく

む者
もの

にかかわる

ように。この解
と

き明
あ

かしは、あなたの

敵
てき

に臨
のぞ

むように。あなたが見
み

られた木
き

、

すなわち成
せい

長
ちょう

して強
つよ

くなり、天
てん

に達
たっ

する

ほどの高
たか

さになって、地
ち

の果
は

てまでも

見
み

え渡
わた

った木
き

・・・それは、あなたです。

あなたは成長して強くなり、天に

達するほどに大
おお

きくなり、あなたの

主
しゅ

権
けん

は地の果て、ペルシャから遠
えん

方
ぽう

の

エジプトとの国
くに

境
ざかい

にまで及
およ

びました。

　王
おう

よ、警
けい

護
ご

者
しゃ

の言
こと

葉
ば

の解
と

き明
あ

かしは

こうです。すなわち、これはいと高
たか

き

者
もの

の命
めい

令
れい

であって、わが主
しゅ

なる王に

臨
のぞ

もうとしているものです。

　すなわちあなたは追
お

われて世
よ

の人
ひと

を

離
はな

れ、野
の

の獣
けもの

と共
とも

におり、牛
うし

のように

草
くさ

を食
く

い、天
てん

からくだる露
つゆ

にぬれるで

しょう。こうして７年
ねん

の時
とき

が過
す

ぎて、

ついにあなたは、いと高
たか

き者
もの

が人
にん

間
げん

の

国
くに

を治
おさ

めて、自
じ

分
ぶん

の意
い

のままに、これを

人に与
あた

えられることを知
し

るに至
いた

るで

しょう。

　木
き

の根
ね

と切
き

り株
かぶ

を残
のこ

しおけと命
めい

じら

れたのは、あなたが、天
てん

がまことの

支
し

配
はい

者
しゃ

であるということを知
し

った後
あと

、

国
くに

があなたの支
し

配
はい

下
か

に戻
もど

るということ

です。」

　ダニエルは、どうしてこのようなメッ

セージが王
おう

に下
くだ

ったのか、よく分
わ

かって

いた。ネブカデネザルは、自
じ

分
ぶん

だけで

バビロンの都
みやこ

、またバビロニア帝
てい

国
こく

を

築
きず

き上
あ

げたと思
おも

い込
こ

むほど高
こう

慢
まん

になって

いたからなのだ。

　このようなつらい目
め

にあわずに済
す

む

ように、ネブカデネザル王
おう

が何
なん

とかして

変
か

わり、くい改
あらた

めることを願
ねが

って、ダニ

エルはこう言
い

った。「王よ、私
わたし

の勧
かん

告
こく

を

聞
き

き入
い

れ、義
ぎ

を行
おこな

って罪
つみ

を離
はな

れ、貧
まず

しい

者
もの

をあわれんで、不
ふ

義
ぎ

を離
はな

れて下
くだ

さい。

そうすれば、あなたの繁
はん

栄
えい

は続
つづ

くで

しょう。」

　ぼう然
ぜん

としたネブカデネザル王
おう

は、

だまって座
すわ

り込
こ

んだまま、長
なが

い間
あいだ

、ダニ

エルの言
い

ったことを考
かんが

えていた。この

ような言
こと

葉
ば

を世
せ

界
かい

の支
し

配
はい

者
しゃ

に告
つ

げる

のは、だれにとっても相
そう

当
とう

勇
ゆう

気
き

のいる

ことだ。それは、王
おう

が尊
そん

敬
けい

していたダニ

エルにとっても同
どう

様
よう

だった。

　それでも、何
なん

か月
げつ

かたつと、夢
ゆめ

による

恐
おそ

れも少
すこ

しずつ薄
うす

れ、ネブカデネザルは

今
いま

までにも増
ま

して高
たか

ぶり、暴
ぼう

君
くん

的
てき

に

なった。

　１年
ねん

が過
す

ぎたある朝
あさ

、ネブカデネザ

ルは王
おう

宮
きゅう

の屋
おく

上
じょう

を歩
ある

きながら、自
じ

分
ぶん

の

築
きず

いた大
おお

いなる都
みやこ

を見
み

渡
わた

していた。

自分が崇
あが

める神
かみ

マルドゥクを祀
まつ

った

大
おお

きな黄
おう

金
ごん

の宮
みや

や、神
かみ

々
がみ

を祀る53の

宮や80の祭
さい

壇
だん

の建
けん

築
ちく

と装
そう

飾
しょく

には、

多
た

大
だい

なる時
じ

間
かん

と費
ひ

用
よう

をかけたし、

自分の王宮は、地
ち

上
じょう

で類
るい

を見
み

ないほど

壮
そう

大
だい

な建
たて

物
もの

であるにちがいない。自分は

地上のどんな王
おう

も超
ちょう

越
えつ

する贅
ぜい

沢
たく

な

暮
く

らしをしているのだ、などと考
かんが

えて

いた。



　（バビロンほどの栄
えい

華
が

を極
きわ

めた都
みやこ

は、

未
いま

だかつてなく、これからも決
けっ

して

ないだろう。）　王
おう

はそのような思
おも

いに

ふけっていた。

　王
おう

は声
こえ

を上
あ

げて言
い

った。「この大
おお

い

なるバビロンは、私
わたし

の大いなる力
ちから

を

もって建
た

てた王
おう

城
じょう

であって、わが威
い

光
こう

を

輝
かがや

かすものではないか？」

　その言
こと

葉
ば

をまだ言
い

い終
お

わらない内
うち

に、

天
てん

から声
こえ

が下
くだ

って言った。「ネブカデ

ネザル王
おう

よ、あなたに告
つ

げる。国
くに

は

あなたを離
はな

れ去
さ

った。あなたは、追
お

わ

れて世
よ

の人
ひと

を離れ、野
の

の獣
けもの

と共
とも

におり、

牛
うし

のように草
くさ

を食
く

い、こうして７年
ねん

の

時
とき

を経
へ

て、ついにあなたは、いと高
たか

き

者
もの

が人
にん

間
げん

の国
くに

を治
おさ

めて、自
じ

分
ぶん

の意
い

の

ままに、これを人
ひと

に与
あた

えられることを

知
し

るに至
いた

るだろう。」

　すると突
とつ

然
ぜん

、ネブカデネザルは言
こと

葉
ば

に

詰
つ

まり、頭
あたま

がくらくらして、地
じ

面
めん

に

倒
たお

れ伏
ふ

した。そして、彼
かれ

に対
たい

する預
よ

言
げん

が

その時
とき

に成
じょう

就
じゅ

したのだった。ネブカデ

ネザルは追
お

われて世
よ

の人
ひと

を離
はな

れ、牛
うし

の

ように草
くさ

を食
く

い、その身
み

は天
てん

から下
くだ

る

露
つゆ

にぬれ、ついにその毛
け

は鷲
わし

の羽
はね

の

ようになり、その爪
つめ

は鳥
とり

の爪のように

なった。

　こうして長
なが

い７年
ねん

が過
す

ぎたある日
ひ

の

こと、ネブカデネザルの頭
あたま

の中
なか

で何
なに

かを

悟
さと

り、正
しょう

気
き

が戻
もど

った。自
じ

分
ぶん

に起
お

こった

ことを悟
さと

ったネブカデネザルは、目
め

を

あげて天
てん

を仰
あお

ぎ見
み

、いと高
たか

き神
かみ

をほめ、

賛
さん

美
び

し始
はじ

めた。

　涙
なみだ

を流
なが

しながら、彼
かれ

は言
い

った。「いと

高
たか

き者
もの

の主
しゅ

権
けん

は永
えい

遠
えん

の主権、その国
くに

は

世
よ

々
よ

限
かぎ

りなく、地
ち

に住
す

む民
たみ

はすべて

無
な

き者
もの

のように思
おも

われ、天
てん

の衆
しゅう

群
ぐん

にも、

地に住む民にも、彼
かれ

はその意
い

のままに

事
こと

を行
おこな

われる。だれも彼の手
て

をおさえて

『あなたは何
なに

をするのか』と言いうる

者はない。」

　その日
ひ

の内
うち

に、大
だい

臣
じん

や貴
き

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

が

やって来
き

て、王
おう

が正
しょう

気
き

に戻
もど

ったのを見
み

、

彼
かれ

を王
おう

位
い

に復
ふっ

帰
き

させることにした。

王は尊
そん

厳
げん

と光
こう

輝
き

を取
と

り戻
もど

し、

かつてないほど偉
い

大
だい

な王
おう

になったの

だった。

　ネブカデネザルは、全
まった

く別
べつ

人
じん

のように

なった。バビロニア帝
てい

国
こく

中
じゅう

に向
む

けて

手
て

紙
がみ

を書
か

き、それを帝
てい

国
こく

内
ない

のあらゆる

言
こと

語
ば

に翻
ほん

訳
やく

させた。その中
なか

で彼
かれ

は、

自
じ

分
ぶん

の罪
つみ

を告
こく

白
はく

し、神
かみ

への信
しん

仰
こう

を宣
せん

言
げん

したのだった。彼の公
おおやけ

の謝
しゃ

罪
ざい

の手紙は、

聖
せい

書
しょ

のダニエル書
しょ

第
だい

４章
しょう

に収
おさ

められて

いる。

　彼
かれ

の手
て

紙
がみ

は、このような宣
せん

言
げん

でしめ

くくられている。「そこでわれネブカ

デネザルは今
いま

、天
てん

の王
おう

をほめたたえ、

かつあがめたてまつる。そのみわざは

ことごとく真
しん

実
じつ

で、その道
みち

は正
ただ

しく、

高
たか

ぶり歩
あゆ

む者
もの

を低
ひく

くされる。」1

脚
きゃく

注
ちゅう

：
1  口

こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ダニエル書
しょ
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“A Bible Adventure: The Humbled King”--Japanese

このすごい聖
せい

書
しょ

の登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

について、もっと読
よ

んでみよう。

「聖書の偉
い

人
じん

：ダニエル」を見
み

てね。

https://www.mywonderstudio.com/ja/level-2/heroes-of-the-bible-daniel/
https://www.mywonderstudio.com/ja/



